
　行徳地区の案内書を見ると、お寺や神社の名前
が次 と々出てきます。行徳千軒・寺百軒などといわ
れていたように、歴史の古い徳願寺の前の道は、寺
町通りと呼ばれています。
　この行徳街道の東側の細い道は権現道、権現様
とは徳川家康の尊称です。遠出を好んだ家康が、
東金や成田へ向かう時に通ったといわれています。
　このあたりの街道筋は、旧江戸川の流れに沿った
自然堤防で、周囲よりほんの少し高くなっています。
そこから南はデルタ地帯。入り組んだ水路や沼が広
がり、水郷のような風景だったようです。
　お寺の山号も土地の歴史を忍ばせてくれます。行
徳33か所の札所めぐりの第1番の徳願寺は海厳山。
海中山・海岸山の山号を持つお寺もあります。水奏
山は湊の文字のこと、塩場山（えんじょうざん）は塩
田の由来でしょう。
　海岸寄りの地名には、塩焼、加藤新田、新浜、
塩浜などがあります。川の流れと人の流れ、地形と
かかわる歴史の旅が楽しめる行徳です。

　行徳で作られた塩を江戸城に運ぶ水路は、江戸
の文化を行徳に伝える役割も果たしていました。行
徳川にかかわる権利を本行徳村が獲得して、新しく
作られた船着場が新河岸、今の常夜灯のあたりで
す。
　ここで船から上陸した人の中には、松尾芭蕉や十
返舎一九などもいて、大変な賑わいだったようです。
　徳川時代、江戸川には金町から松戸、小岩から
市川と 2 か所の関所がありましたが、一般庶民にと
っての成田参りは、気楽に水辺の風景が楽しめる、
この行徳コースに人気があったようです。
笹屋のうどんも旅の楽しみの一つだったことでしょう。
　行徳船は、２ｍから９ｍぐらいまで何種類かの大き
さがあり、20人前後を乗せての３～６時間ぐらいの船
旅だったようです。
　明治になると帆船などに換わり、外輪船の通運丸
が就航しました。
　明治 27年（1894）総武鉄道が開通するまで、河
岸の賑わいは続きました。

　市川沖の海では古くから海苔養殖漁業が行われ
ており、アサリや海苔が養殖されています。船橋から
市川沖の三番瀬に広がる浅瀬や干潟は、このような
養殖漁業にとって大切な漁場で、漁業者は干潟に発
生するアオサの清掃など、陸上の畑と同じように大切
に手入れをして守ってきました。
　最近の年間漁獲量は、アサリなどの貝類が約 500
トン、海苔が乾海苔にして 1500 万枚（10 帖入り15
万箱）ですが、気象などの影響により年ごとに大きく異
なります。
　三番瀬のアサリは色が濃くて殻に厚みがあり、味
が濃いのが特徴です。全国に出荷されるほか、高
級料亭に卸されるものもあります。栽培されている海
苔の品種は、現在ではスサビノリが主流です。
　この他に、アナゴ筒漁や固定刺し網漁でアナゴ、カ
レイ、スズキなどの魚類や、ワタリガニ類も漁獲されて
います。

　戦後の埋め立てで陸地面積を増やした行徳です
が、昭和30年代（1955～）から地盤沈下が目立つ
ようになりました。原因は、東京や埼玉などでの大量
の地下水汲み上げだといわれ、地下水汲み上げが
規制される昭和 47 年過ぎまで続きました。
　お寺の石仏や墓石が沈み、伊勢宿から欠真間あ
たりの行徳街道が波打ってしまいました。鉄筋の建
物は入り口に階段を付け足したりしました。
　お寺の巨樹も、根元に水がたまって枯れるところも
出ました。田畑も泥沼のようになってしまう。この地域
から林が消えたのも、この被害によるところが多かっ
たようです。
　昭和 38年（1963）、市内70 か所で精密水準測量
が始まりました。平成９年までの 34 年間の地盤沈下
累積は、福栄公園で201cm、源心寺で107cm、妙
典の東西線操車場で65cmと記録されたそうです。
　沼地がふえて子どもたちはザリガニと遊んだ。釣り
人は、ウナギやライギョの思わぬ収獲に大喜び。し
かし、農家やお寺の被害は深刻でした。古いお寺
では、今でもその記録をとどめている所があります。

　昭和30 年代までの行徳は、旧街道沿いに集落が
あった他は、広い面積に水田や蓮田が連なり、干潟
のある浅瀬には、たくさんの種類の野鳥が来ていま
した。
　有明海や伊勢湾とともに、渡り鳥の飛来地として
海外にまで知られ、今でも“sinhama”の名は、国
際的に通用する地名です。
　江戸時代には、ここに幕府の鷹場が設けられ、
大名たちが鷹を使って野鳥を獲る狩猟の場にもなっ
ていました。
　昭和30 年代の終りから、京葉工業地帯の造成計
画により東京湾の埋め立てが盛んになります。
　沖に矢板を打ち込み、サンドポンプで海の砂を海
水ごと流し込み陸地化する。まだ、自然環境の大切
さが今ほど認識されなかった時代だけに、人か鳥か
という二者択一的な議論が高まり、開発への指向と
保護活動の激しい対立が続きました。
　これらの記録は、野鳥観察舎の１階の手作り展示
にも紹介されています。三番瀬の今後を考える上で
も、知っておく必要がある歴史です。

　今は江戸川左岸流域下水道第２終末処理場とな
って、ビオトープやテニスコートが作られているところ
には、かつて丸浜養魚場がありました。このあたりは
素晴らしい松の林があったそうです。
　埋め立ては高谷新町あたりから始まり、二俣新町、
千鳥町、加藤新田など約 500haの陸地が増え14万
人が暮らす地域と発展しました。
　その反面で多くの貴重な自然が失われたことも確
かです。さまざまな形での自然保護運動の結果、宮
内庁鴨場とその前面約 83ha が昭和45年（1970）５
月には行徳近郊緑地特別保全区域に、さらに、昭
和54年（1979）11月には御猟場をのぞく56haが行徳
鳥獣保護区に指定されて、現在にいたっています。
　東京湾での銃猟が解禁されていた時代、この保
護区が野鳥の避難場所としての役割を果たし、スズ
ガモなどが 10万羽も羽を休めていました。
　いま保護区では、東京湾の失われた干潟を取り戻
し、かつての風景を再現しようと内陸性の湿地の再
整備を進めています。今の野鳥観察舎がオープンし
たのは昭和 54年 12月、その前はプレハブの２階建
てした。

　行徳での自然観察コースは、どこを歩きましょうか？
　このあたりは、市川北部のように台地や谷津のあ
る地形ではありません。台地と低地をつなげる傾斜
地の斜面林もありません。
　あなたにとって、自然とはどんな所でしょうか？　もう、
この地球上には人跡未踏の原生林などはどこにも
残っていないでしょう。市川のような市街地の自然は、
地形も含めて人の暮らしの歴史と深く結びついてきま
した。
　地図でみる緑色の部分に、都市公園があります。
川沿いの土手や学校のグラウンドも、視点を変えると
したたかに生きている自然が見えてきます。
　定期的な草刈り、人の踏み固めなどで野草の種
類や大きさが変わってきます。人が通る所はへこむか
ら、雨が降ればそこが水たまりができる。きっと砂地
ではなくて赤土です。オオバコとタンポポとクローバー
のすみわけも面白い。
　人の手によって撹乱された所は、日本古来の自生
種が少なく、外来種が多くなります。どこからタネが
飛んできたか？　来年も同じ草が生えるのでしょうか？

　野鳥観察舎の西隣りに、江戸川左岸流域下水道
第２終末処理場があるのをご存知でしょうか？　南行
徳４丁目のバス停側から入るのが分かりやすいと思い
ます。
　駐車場横の階段を上ると、屋上緑化されたビオトー
プが広がっています。夏にはきれいなせせらぎが流
れ、子どもたちの水遊びもできる。池を渡る木道から
トンボの産卵行動も観察できます。
　樹木などはすべて植栽されたものですが、名札も
つけられ四季を通して自然と親しめるよう配慮されて
います。年月を経過するに従い、自然の林のようになっ
て、小さな生き物が暮らせる環境に移りつつあるの
が楽しみです。
　都市化によるヒートアイランド現象を、少しでも和ら
げようとする試みの一つが屋上緑化です。
　土の重みや排水方法などで施工費がかかるなど
の問題をクリアーしながら、クリーンエネルギーとして
の太陽光発電とともに、これを活用する建物が増え
ています。

　江戸川放水路の掘削は、大正５年（1916）から
８年（1919）にかけて実施されました。明治43年
（1910）の大洪水からの教訓として考えられた、利
根川改修工事の一環です。
　これにより行徳のまちが分断されてしまいましたが、
85 年を経過した今、ここは東京湾最奥部に僅かに
残された貴重な干潟となりました。
　旧江戸川の分岐点から、塩浜と高谷新町の先端
まで約５㎞あります。川の水の塩分濃度を確かめる
のは少し勇気がいりますが、土の粒子は下流ほど粗
く砂っぽくなる感じです。
　行徳橋の上流部分は、塩分が多少混ざることもあ
るやや汽水的な環境です。この左岸に密生している
アシ原は、市の天然記念物に指定されているヒヌマ
イトトンボの貴重な生息場所です。
　下流部は、東京湾の海水がそのまま入り込んでい
る入江で、住んでいる生きものも海と共通しています。
干潮の時には、広い泥干潟が現れて、分布北限域
といわれるトビハゼが見られます。
　カニの種類にも、環境による微妙なすみわけがあ
るのを確かめましょう。

　天正 18 年（1590）、徳川家康が江戸入府と同時
に行徳を直轄領にしたのは、塩の重要さを知ってい
たからといわれています。行徳で取れた塩をすぐに
江戸城まで運べるように、隅田川から中川、そして
江戸川へと東西につなげる掘割を作りました。
　小名木川、新川と呼ばれるのがそれで、あわせ
て行徳川といわれていました。
　行徳での塩づくりの歴史には、いくつかの説があ
るようですが、上総国五井（今の市原市）で塩作り
をしていた人から習い覚えたとか。
　今では江戸川放水路で分断されていますが、北
東側の大和田、稲荷木、田尻などを含めて、行徳
七浜に塩田があった。さらに三代将軍家光の時には
本行徳から南の欠真間や新井なども塩田に拡大され
ましたが、大正６年（1917）の大津波（実際は台
風による高潮）ですべて壊滅してしまいました。
　塩田の仕切りの土手には、立派なクロマツが茂っ
ていたようです。
　塩焼きの煙が立ち昇る風景は、江戸名所図会に
も残されています。

道案内の標識にも歴史が偲ばれる 歴史博物館の塩作りの展示 夕暮れの常夜灯風景 市川沖の海で営まれるアサリ漁 源心寺と六地蔵とイチョウの巨樹

三番瀬の歴史紹介もある野鳥観察舎の展示 野鳥観察舎から野鳥の楽園を一望 アスレチック下にも10種類の野草が 処理場のビオトープと屋上緑化 新行徳橋から眺める冬の放水路

地名に残る行徳の歴史 塩田があった頃の風景は？ 常夜灯と水運の時代 市川の漁業̶アサリと海苔－

都市公園の中にも小さな自然 屋上緑化とビオトープ 三番瀬へ続く江戸川の生きもの近郊緑地と野鳥の楽園行徳地域の干潟を守る運動
　市川市では、市民の皆さんに身近な自然環境
に目を向けていただき、そこに生息する動植物
の姿や自然のしくみについて知っていただくた
め、市川市を６つの地域に分け、地域ごとに順
次自然観察ガイドマップを発行しています。
　市川市の自然環境は決して豊かとは言えませ
んが、海、低地の市街地、川、谷津、斜面林、
台地上の農地など、バラエティーに富んでいる
のが特徴です。
　自然観察ガイドマップは、地域の自然の見ど
ころを紹介したマップとあわせて、市川市の自
然を観察する上でのテーマを、各マップに10
テーマづつ合計60テーマ紹介しています。どう
ぞ休日のお散歩のお供にしていただき、身近な
自然をお楽しみ下さい。
　市川市では、市川市の自然を紹介する下記の
資料を発行しています。

　●市川の緑と水のガイドブック
　●市川市巨樹・巨木林調査報告書

　また、歴史や文学に関する出版物も発行してお
りますので、詳細についてはお問い合わせ下さ
い。

南部Ⅱ（妙典～行徳～塩浜）

市　川　市

～ 地域のあらまし ～

　旧江戸川と東京湾に挟まれたこの地域は行徳
街道沿いに古い集落が並び、そこから海にかけ
ては水田や蓮田、広大な干潟が広がっていまし
た。東西線より南東側のほとんどの地域は干拓
や海面の埋め立てによって新しく造成された土
地です。市川沖の東京湾では海苔やアサリの浅
海養殖漁業が活発に営まれています。
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南部Ⅱ（妙典～行徳～塩浜）
平成17年3月

地盤沈下と社寺に茂る巨樹
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の下に隠れ、その上は緑道になっ
ている。
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。

ここは治療の終わった鳥たちのリハビリの場でも
ある。幸いにも完治した鳥は、個体識別の足輪を
つけて飛び立っていく。

押切の稲荷神社の大イチ
ョウとその幹。胸高幹周
6.1ｍ、高さ16ｍ。市の保
存樹19号に指定されてい
る。

日枝神社東側の
ケヤキの巨樹。

パナマ運河のよ
うに、二つの水
門で仕切られた
水閘門。アユが
遡 上 す る 頃 は 、
釣り人で賑わう。

晩秋の弁天公
園。かつては
汐除堤とよば
れる堤防がす
ぐ前にあり、
マツの林に覆
われていたと
いう。

春の源心寺。地盤沈下の激しかった頃、
六地蔵や墓石も沈んでしまったという。

本
八
幡
方
面
か
ら
の
行
徳
へ
の
入
り
口
は
、
可

動
堰
の
あ
る
行
徳
橋
と
そ
の
南
の
新
行
徳
橋
。

四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
彩
り
を
変
え
て
、
水
辺
の
生

き
物
た
ち
の
生
息
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

妙典公園の南に祀られる八大竜王は、
水の神様。

可
動
堰
か
ら
下
流
の
江
戸
川
︵
放
水
路
︶

は
、
潮
の
干
満
に
よ
り
景
色
が
変
る
海
の

入
り
江
の
部
分
。
生
き
物
た
ち
の
宝
庫
。

環
境
学
習
の
場
と
し
て
も
貴
重
な
干
潟
。

妙典中近くの土手から見るク
リーンセンター。手前の干潟
は、トビハゼたちの生息場所。

近寄るとすぐに隠れてしまう
トビハゼやカニも、少し待つ
とやがて姿をあらわす。

塩生地のヨシの中で咲くウラギクの
花。土地が乾燥し、塩分濃度が低く
なると、別の植物に置き換わって消
える傾向がみられる。

三番瀬の海は、豊かな海の幸をもたらしてく
れる。年により豊凶の差はあるが、アサリや
ノリの生産も盛んに行われている。

塩
浜
１
丁
目
の
ク
ロ
マ
ツ
林
。

海
か
ら
の
風
を
受
け
て
、
北
に

傾
い
て
い
る
。

塩浜の市川漁港先に広がるのりひび。

直立護岸で仕切られた漁港前の三番瀬
の海。向こうに浦安のビル群が見える。

江
戸
川
放
水
路
沿
い
に
は
、
社
寺
や

巨
樹
が
な
い
理
由
を
考
え
よ
う
。

本行徳の八幡神社。
行徳のお寺はイチョウの巨木が多い。

河川敷に咲く５月のノイバラの花。

市川水路につながる中江川のサクラ並木。

河原の船だまりと正源寺裏の樹木。

★マップデザイン：八木　隼
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